
利便性を高め、スムーズな診療、できるだけ

早くの治療へとつながっていきます。毎年、

診療案内誌を発行しておりますが、今年もさ

らに工夫を加えた診療案内を作成して、本院

に加わっていただいた先生方やスタッフの紹

介もしっかり行い、新たな神戸労災の特徴を

知っていただきたいと画策しています。さら

に、メールマガジンも不定期便として始めて

います。最新の情報をできるだけ早く伝えて

いきたいと思っていますので、配信をご希望

の方は、地域医療推進室までご一報ください。

ご紹介による診察、緊急時の対応、そして、

必要な入院をお断りなく実施すること、常に

患者さんへのホスピタリティをしっかり保ち、

患者さんのニーズに答えること、地域の皆様

や医療機関のスタッフの方々と丁寧な連携関

係を構築し、求められる医療の実践を行うこ

と、地域医療の担い手として、職員一同、こ

れらの目標に向かって新たな決意で取り組ん

で参りたいと考えておりますので、本年もど

うぞ、よろしくお願い申し上げます。

本院の２階エントランス中央には、ピアノが設

置されており、日々、病院を訪れた患者さんに語

りかけるように自動演奏を行っています。また、

そのスペースを利用して、今までできなかったイ

ベントを随時、開催していきたいと計画していま

す。昨年秋には、ピンクリボンフェスティバル、

全国糖尿病週間、医療安全推進週間、認定看護師

講習会の催しを行い、年末には、クリスマスコン

サートも再開でき、多くの患者さんにもご参加い

ただきました。今年は医療に関連する催しをでき

るだけ多く開催し、病院のスタッフと地域の人々

との交流をどんどん進め、患者さんの前向きな気

持ちを少しでも高めていければと願っています。

皆さまとの連携関係を強化することも今年の目

標の一つです。この4年間、対外的な連携活動の

自粛を迫られてきましたが、昨年5月のCOVID-

19の5類への変更を受け、近隣の医療機関の訪問

による情報発信も再開しました。さらに、今年は

医師会との交流会等の再開も計画しており、より

積極的に、対面でお話しできる機会を設けたいと

考えています。医療や病院の最新の情報を伝え、

連携関係を一層密にしていくことが、患者さんの

新年あけましておめでとうございます。

新しい年の響を聞くと、体がピシッと伸び、気持ちが引き締まる思いがしま

す。今年も神戸労災病院の新たな飛躍を、スタッフ全員で皆様にお届けしたい

と思っています。

まずは、元気な病院の姿、職員の活動を見ていただきたいと思います。

病院機能評価認定病院

独立行政法人労働者健康安全機構
2 0 2 4 年 新 春 特 別 号

神戸労災病院 代表電話：078-231-5901

地域医療推進室 直通電話：078-231-5925

ファックス：078-231-5926
ホームページ： https://www.kobeh.johas.go.jp

新年のご挨拶 神戸労災病院長 脇田 昇

神 戸 労 災 病 院

Medical Net News

※ 病院屋上からの景観

Japan Organization of occupational Health and safety Kobe Rosai Hospital



お 知 ら せ

ご予約の連絡をいただいた当日中に、診療情報(紹介状)
と患者保険情報のコピーを地域医療推進室宛てにFAXし
ていただきますようご協力よろしくお願い致します。

お願い 神戸労災病院 地域医療推進室
ＴＥＬ：０７８－２３１－５９２５
ＦＡＸ：０７８－２３１－５９２６
開室時間 平日 ８：１５～１９：００ 土曜 ８：３０～１２：３０

（17時以降および土曜は診察・検査予約のみ）

▶診療情報提供書等ご送付いただく際は、封筒に「診療情報提供書在中」とご明記ください。

●オンライン研修のお知らせ（医療従事者向け）

Japan Organization of occupational Health and safety Kobe Rosai Hospital

本年も何卒、よろしくお願い申し上げます。
神戸労災病院 地域医療推進室 スタッフ一同

新年、明けましておめでとうございます！！

Meet The Rosai via ZOOM

医療従事者であればどなたでも参加
できます。
詳細は決まり次第、改めてお知らせさ

せていただきますので、皆様、奮ってご応
募ください。

日時 ： 令和6年1月25日（木）
18時～（1時間程度）

演者 ： 外科部長 大村 典子
消化器内科医師 橋村 弘毅

演題 ： 未定（2演題）
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